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話題
100ｍGy以下の被曝リスクを

どう表現するか



電離 電子が吹き飛ばされる

放射線

吹き飛ばされる

電子放射線が身体に当
たる

⇒ミクロに見れば
１原子に当たる
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被曝量の数え方



exposure
数百ｍ
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内部被曝



因果律の科学（1）
原因刺激があって現象が生じ

る



因果律の科学（2）
金属 電圧対電流全て正比例
それぞれ伝導率（抵抗率）が異なる

金属
内部応答の大き
さに応じて電流
の流れ方が違う

電圧ー電流
特性



金属 電圧対電流全て正比例
それぞれ抵抗率が異なる

電
圧

電流



修復困難度（①電離の密集度／②修復力）
の異なる被曝

放
射
線
被
曝
リ
ス
ク

放射線の量（吸収線量）

損傷修復困難度大

損傷修復困難度中

損傷修復困難度小



ところがＩＣＲＰは
実効線量だけで表現した

被害を実効線量だけで表わす ⇨
電離損傷修復困難度を全て同一に



因果関係の科学法則の破壊

＝ ×

＝ ×

ICRP
＝

ICRPはリスクを実効線量だけで表わした⇨科学の破壊
架空の線量実効線量⇒内部被曝の危険の隠蔽
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ICRPの科学破壊 架空物理量実効線量



ICRP体系で
線量は3種類ある！



放射線加重係数



線
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ル
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ー
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与
放射線加重係数
低エネルギーX線の約20倍が低エネルギーα線



セシウムボール
フィルターと顕微鏡写真
筑波にて S. Utsunomiya 等



放射線の種類⇒分子切断の集中度が違
う

100個の細胞

1千万個の細胞

60兆個の細胞

微粒子の危険



ベータ線 飛程2mm
（Cs137： 0.5MeV 12,500個の電離）

・・

細胞 10μmφ 200個
1細胞あたり60個の電離

被曝細胞の 吸収線量

臓器単位で行う 吸収線量 の比較 ⇓

Ｃ

アルファ線 U238（劣化ウラン）
半減期 44億7千万年

4.2MeV/40μm 1細胞あたり26000個の電離
2022/10/2





⇐⇒

臓器・組織の吸収線量微粒子周囲の吸収線量







ICRPリスクと組織加重係数



実効線量の計算（環境省放射遷移よる健康影響）
「等価線量」：組織・臓器ごとの影響を表す単位
「実効線量」：全身への影響を表す単位



放射線被曝と健康被害



ICRP
100mSv以下の被害切り捨て

（1）「がんリスクの推定に用いる疫学的方法は､
およそ100 mSvまでの線量範囲でのがんのリスク
を直接明らかにする力を持たないという一般的
な合意がある。」：ICRP2007年勧告、p131、
（A86）段落

（2）「約 100 mGy（低 LET 放射線又は高 LET 放
射線）までの吸収線量域では,どの組織も臨床的
に意味のある機能障害を示すとは判断されな
い。」：ICRP2007年勧告、p16、（60）段落
https://www.icrp.org/docs/P103_Japanese.pdf



Fig 1 相対死亡率 対 結腸累積被曝量
Relative rate of mortality due to solid cancer by categories of cumulative colon dose, 
lagged 10 years in INWORKS. Bars indicate 90% confidence intervals, and purple line 
depicts fitted linear model for change in excess relative rate of solid cancer mortality 
with dose. Strata: country, age, sex, birth cohort, socioeconomic status, duration 
employed, neutron monitoring status

David B Richardson et al. BMJ 2023;382:e074520

10ｍGyで明確なリスク

INWORKS



ICRP
ガンの名目リスク係数



DNAに限定する⇔実効線量体系





①内部被曝に関する因子：
•不溶性微粒子、可溶性微粒子、α線、β
線
②水の電離に伴う活性酸素に関する因子：
酸化ストレス症候群、ペトカウ効果
③電離対象に関する因子：
•DNA,ミトコンドリア、
ミトコンドリアDNA,細胞膜、心臓/脳組織、
あらゆる組織
④被曝に伴うリスク因子；
•バイスタンダー効果、ペトカウ効果、
ゲノム不安定性
⑤体力・免疫力に関する因子：
•修復力、免疫力、年令、病弱、老齢、
•ホルミシス効果



• 活性酸素 水を電離して生じる 水は～70％
• ミトコンドリア 細胞内 エネルギー産生工場
• バイスタンダー効果（放射線を照射した細胞で認められ
るような効果（細胞の増殖阻害，DNAの損傷，突然変異
の誘発など）が、その周囲の非照射細胞にも現れる現
象）

• ペトカウ効果（液体中で低線量を長時間被曝した細胞の
方が、高線量を短時間で被曝した細胞よりも早く破壊さ
れる）という現象

• ゲノム（生物が持つ全ての遺伝情報）不安定性（DNA損
傷部位や修復中のエラーの際の不正確な転写が変異の原
因となるため、放射線による高頻度のDNA損傷はゲノム
不安定性の一因となる）

• ホルミシス効果（ごく低濃度の刺激（放射線、運動、特
定の物質など）が、生体に対して好ましい反応や活性化
を促す現象）





（環境省資料）

放射線電離は多量の活性酸素を生み
非常に多様な活性酸素症候群を生む
（右図 吉川敏一氏による）
それらが全て隠蔽されている

ICRPの医療破壊

電離の70％水活性酸素⇒DNA・組織の化学的破壊



ミトコンドリア
細胞の「エネルギー工場」
生命活動に必要なエネルギー

（アデノシン三リン酸ATP）を作り出す
•疲労感、倦怠感
•神経性疾患（アルツハイマー、パーキンソン病）
•ミトコンドリア心筋症
•難聴、筋力低下、運動障害、
•肝臓/腎臓機能低下
•「ミトコンドリア病」遺伝子変異による、
•後天的な要因によるもの



支配のための「科学」⇒取り返さねば！



1mGyで十分な健康被害

それぞれの因子の大きさ

～100程度



秘匿された大量虐殺
NAKBAじゃ！

厚労省
人口動態調査

（データ解析）矢ヶ﨑克馬、小柴信子
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年齢調整死亡率（1985年基準）
死亡異常増加
疾病
（2011以降）
死亡総数、悪
性腫瘍、心疾
患除高血圧、
脳血管疾患、
老衰、喘息
(2014以降）
結核、（交通
事故）
（2017年以
降）肝疾患、
気管支炎肺気
腫、高血圧

男女比（女/男）

年齢調整死亡率



性別年齢別死亡率 年令によって増加／減少







死亡者の異常増加
ICRP予測の100倍規模

9年間の死亡者
63万人の異常増加
57万人の異常減少
長期的には寿命短縮

合計120万人の命を短縮させる



お年寄
りの
犠牲

2010年
は熱暑
による
死亡
増加



老
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沖縄における老衰死亡率の経年変化
厚労省人口動態調査

データ整理は矢ヶ﨑克馬と小柴信子氏による（以下同様）

被害は
食べて応援等による
汚染食品流通による

19.7倍



内部被曝の原因のひとつ
福島県産米（２０１２年産）
都道府県年間消費量

順位 トン 人口（千人） 消費量／人

1.  東京 46,097 13,515 3.41kg
2． 兵庫 15,081 5,534 2.73
3． 沖縄 3,300 1,433 2.30
4． 大阪 2,741  8,839 0.31

おそらく、家庭等で食された率は沖縄が日本一
うつくしま・ちゅらしま交流宣言（２００３）
「食べて応援」大キャンペーン（２０１１）







ご静聴
有難うございました

次回
第71回は

11月15日（土）10：30～
予定


